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含む｡ マレイシアの濃色の心材を有する Melanorrhoeaspp.("RengasH)は心材に (±)-
dihydroquercetin とともに ダイダイ色の色素 rengasinC16H1206を含む｡ 木材に含まれるこ
とが少ないといわれる aurone化合物である2)｡

























の樹脂 などの研究 があり, canaricacidC3｡H 5202,α-および 針amyrin,4,-taraxaSterOl,
elemadienoicacidなどの トリテルペンや canaroneC15H240 と名付けられたセスキテルペン
ケ トンなどが報告されている6)0
COMBRETACEAE


















































































前記の分類について OURISSON らほガスクロマ トグラフィーなどによる定量分析結果を表示
しているが詳細は原著にゆずる｡大別してアズレンを生成するセスキテルペンを含むものと,
これを含まず humulene,caryophylleneなどを含むもの, および これらの中間のものとに分
けられる｡ 一例によれば アピトンが属するとされる D.grandijlorusBLANCO はセスキテル





一方われわれの研究室ではアピトン*の樹脂から, 脱水素で多 くの グアイアズレンを与える
* 本試料はフィリピン産 D.gratilisといわれるが未確認である｡
- 5-












心材部の色素は従来未知であったO ヨ-ロッパで ebony と呼ばれる D.ebenum KoEN.なら
びに Macassarebony と呼ばれる D.celebicaBAKH.の心材抽出物が研究され16)(いずれも
アフリカ材)数種の2-位に -CH3や -CHOを有するナフ トー ル誘導体が兄いだされた｡また
心材に トリテルペン betulin,辺材に betulinicacidが兄いだされた｡
Macassar｣Ⅰ






























マレイシア, サラワクのテリ-ボク類, "Bintangor"Calophyllum sclerophylum VESQ.





















































は 7,8,3′,4′水酸基置換 のもの, すなわち auranetin(3′,4′,7,8,-tetrahydroxyflavon-3-
01),melacacidin(3′,4′,7,8-tetrahydroxyflavan-3,4-diol)が含まれる｡後者は KING らによ







び galicacidが兄いだされている89)0 RoUxらほ flavan-3,4-diol類が重合してタンニンと
なると考えている｡Acacia属の樹皮から acacicacidと名づけられた トリテルペン酸 (3,16,
21-trihydroxy-olean-12-ene-28-oicacid)が報告されている40)｡













flavan-3,4-cis-diolおよびタンニンが 兄いだされた43)｡ このうちpeltogynolはすでに RoBIN-
soN により Peltogyneporphyrocardiaの心材に兄いだされていたもので, 酸で処理するとア
ン トシアニジン (peltocyanidin) となるから, 前述の フラパン 3ー,4-diolと同じく一種の




































木 材 研 究 第41号 (1967)
PierocarPus属の心材抽出物


















Ⅰ:Pterostilbene II:Homopterocarpin III:Pterocarpin IV:SantalV:Angolensin




















wood",鉄刀木)は トリニダ ドでは "Angelin"ギニアで HKoraro" と呼ばれ,駆虫剤,催眠
剤,下剤 ,毒性などの性質があるといわれる｡pterocarpin類似物質(7-hydroxy-4'-methoxy-
pterocarpan),イソフラボン Biochanin-Aなどが知られる53).BiochaninA は AndirasPec-








71)力材 Aml)himas1)terocarPoidesHARMS にも含まれる59)｡ 東南アジア の Plerocarl)us
indicusWILLD.(カ1)ソ)の心材には pterocarpin,angolensinなどのはか pterOfuranが兄
いだされた60)｡上記のようにイソフラボン系物質すなわち生合成経路中にフェニル基の転位が
考えられるものが 多 く兄いだされるが, スチルベン類もまた PterocarPus属に多 く,このも
のは Coniophoracerebela(カッ色腐朽菌) に強 く有毒である といわれる51)｡ Vouacapoua*
macropeialaに 3,3′,4,5Ltetrahydroxystilbeneが兄いだされる61)｡
Dalbergia属もシタン,Rosewoodなどの有名材を含む｡D.nigraFR.ALLEN(Brazilian
























(アフリカ自然種でない)は deacetoxy-7-0xogeduninを含む. 以上のはかの MELIACEAE
の樹種および含有物質も研究されている｡これらの物質は1960以来の研究の結果構造の確定し
たものが多いが entandrophragminC43H56017などほ, なお未確定である｡ これらの物質は
meliacinあるいは limonoidと名づけられた トリテルペソ系の物質で euphol型の トリテル
ペンの側鎖の8個のCから末端4個が失われ残りがフラン環を形成したような骨格を有し,大
部分のものは温和なアルカリ加水分解でフラン-3-ア/レデヒドを溜出するO この種の物質には






























である (cyanomaclurinを除く)｡ cyanomaclurilは古い発見 (FERKIN1895)にもかかわら
ず,しばしば構造式が改変されている｡無色結晶でそのアルカリ溶液が美青色を呈するゆえに
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この名がつけられている｡ アルカリ溶液を酸性にすると少量のアソ トーシアニジン (morindin





























ユーカリ葉の waxの トリテルペン85)ぉよびフラボノイ ド86)の研究もされている｡
RHAMNACEAE
アフリカ材 MaesopsiseminiENGL.("Musizi") の心材より濃黄色の物質 musizin(2-
acetyL1,8-dihydroxy-3-methylnaphthalene)および無色の maesopsinC15H1206が得られ
た87)0





イン ドシナ,イン ドの黄色の材 AdinacordifoliaHooK("Haldu")の心材からアルカロイ
ドadifolineC2H20N208が得られている8)｡
RUTACEAE
アルカロイ ドが本科にしばしば見られる｡オ-ス トラ tj7の FlindersiaiBiaianaF.MUELL












イ ドとともに トリテルペン Veprisone93)を含む｡
SANTARACEAE
イン ド,マラヤに産する古来香料,医薬,彫刻材 として著名な Sanialum album L.の精油






東および南アフリカの重要材 Ptoeroxylonobliquum (Sneezewood, U`mtati")の材にプ
レニル側鍔を有するクロモン heteropeuceninmethylether,ptoeroxylin,alotaeroxylinお
よびクマリン Obliquinが兄いだされた94)｡ 原著によれば本種は従来帰属が不明確で SAPIN-
DACEAE,RUTACEAE,MELIACEAEなどに入れられていたが, クロモンとクマリンがと





























≡ 二 ∴ -1==;-=一 三 二 :I: =I=1--L
田中,安江,今村98)も本材のアセ トン抽出物より6種の色素を分離し, その3種は前記の
C,E,F と一致したが2種は新セスキテルペノイ ドキノンであり,これを G,H と名づけた｡
また MariniBotoloの MansononeA の構造をあらためた｡
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アン トラキノン誘導体を種々兄いだした｡2-位 にこのような置換基を有することが 自アリ



























の材の色素 vitexin(8-C一針D-gluQOPyrapOSylapigenin) が知られている｡ Vitexlucens(ニ
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ZYGOPHYLLACEAE
西イン ド諸島 および中米の GuaiacumoBicinaleL.およびこれより少ない G.sanctum は
エソヴ木, リグナムバイタと呼ばれる重い耐久材で,材に多量 (18-25%)の樹脂 (グアヤク
樹脂)を含み,その中に10-12% のリグナン guaiareticacid と dihydroguaiareticacidが
含まれ,難溶性カリウム塩 として容易に分離されることは古 くから知られているが,これらを
分離した残 りになお種々のリグナンが含まれていることがわかった102)｡
お あ り に
熱帯材の総数はきわめて多いと思われる｡須藤博士の "熱帯材の識別"102)には約800種が科
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